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教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

教
育
委
員
会
で
は
、
村
民
に
自
ら

　

教
育
委
員
会
で
は
、
村
民
に
自
ら

が
創
作
し
た
芸
術
作
品
を
発
表
す
る

が
創
作
し
た
芸
術
作
品
を
発
表
す
る

場
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
芸
術
・
文

場
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
芸
術
・
文

化
へ
の
興
味
や
意
欲
を
高
め
て
い
た

化
へ
の
興
味
や
意
欲
を
高
め
て
い
た

だ
く
た
め
、
住
民
セ
ン
タ
ー
内
に
作

だ
く
た
め
、
住
民
セ
ン
タ
ー
内
に
作

品
展
示
場
所
（
以
下
「
展
示
ス
ペ
ー

品
展
示
場
所
（
以
下
「
展
示
ス
ペ
ー

ス
」）
を
指
定
し
、
貸
出
し
を
開
始

ス
」）
を
指
定
し
、
貸
出
し
を
開
始

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

展
示
ス
ペ
ー
ス
の
貸
出
は
、
創
作

　

展
示
ス
ペ
ー
ス
の
貸
出
は
、
創
作

活
動
を
行
っ
て
い
る
村
民
又
は
そ
の

活
動
を
行
っ
て
い
る
村
民
又
は
そ
の

団
体
が
そ
の
作
品
展
示
場
と
し
て
利

団
体
が
そ
の
作
品
展
示
場
と
し
て
利

用
す
る
場
合
に
貸
し
出
す
も
の
と
し

用
す
る
場
合
に
貸
し
出
す
も
の
と
し

ま
す
が
、
営
利
を
伴
う
も
の
に
つ
い

ま
す
が
、
営
利
を
伴
う
も
の
に
つ
い

て
は
貸
出
し
を
行
い
ま
せ
ん
。ま
た
、

て
は
貸
出
し
を
行
い
ま
せ
ん
。ま
た
、

11
日
に
つ
き

日
に
つ
き
11
人
又
は

人
又
は
11
団
体
ま
で

団
体
ま
で

と
し
、
使
用
料
は
、
無
料
で
す
。

と
し
、
使
用
料
は
、
無
料
で
す
。

　

展
示
ス
ペ
ー
ス
の
場
所
は
、
原
則

　

展
示
ス
ペ
ー
ス
の
場
所
は
、
原
則

と
し
て
住
民
セ
ン
タ
ー

と
し
て
住
民
セ
ン
タ
ー
11
階
ロ
ビ
ー

階
ロ
ビ
ー

内
で
、
多
く
の
村
民
が
鑑
賞
可
能
な

内
で
、
多
く
の
村
民
が
鑑
賞
可
能
な

場
所
と
し
、
最
大
で
概
ね
展
示
用
パ

場
所
と
し
、
最
大
で
概
ね
展
示
用
パ

ネ
ル
（
高
さ

ネ
ル
（
高
さ
180180
㎝
、
奥
行

㎝
、
奥
行
9090
㎝
）
㎝
）
33

枚
及
び
展
示
用
テ
ー
ブ
ル
（

枚
及
び
展
示
用
テ
ー
ブ
ル
（
180180
㎝㎝
、、

奥
行
奥
行
4545
㎝
）
㎝
）
22
脚
以
内
が
設
置
可
能

脚
以
内
が
設
置
可
能

な
空
間
と
な
り
ま
す
。

な
空
間
と
な
り
ま
す
。

　

貸
出
期
間
は
、
原
則
と
し
て

　

貸
出
期
間
は
、
原
則
と
し
て
77
日日

以
内
（
展
示
作
品
の
準
備
日
及
び
撤

以
内
（
展
示
作
品
の
準
備
日
及
び
撤

去
日
を
含
む
。）
と
な
り
ま
す
。
た

去
日
を
含
む
。）
と
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
住
民
セ
ン
タ
ー
の
休
館
日
、

だ
し
、
住
民
セ
ン
タ
ー
の
休
館
日
、

村
の
行
事
等
で
住
民
セ
ン
タ
ー
全
館

村
の
行
事
等
で
住
民
セ
ン
タ
ー
全
館

を
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
日
及
び
年

を
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
日
及
び
年

末
年
始（

末
年
始（
1212
月月
2929
日
か
ら

日
か
ら
11
月月
33
日
）
日
）

は
除
き
ま
す
。

は
除
き
ま
す
。

　

そ
の
他
貸
出
し
を
受
け
る
に
当

　

そ
の
他
貸
出
し
を
受
け
る
に
当

た
っ
て
ご
理
解
、
ご
協
力
い
た
だ
く

た
っ
て
ご
理
解
、
ご
協
力
い
た
だ
く

必
要
が
あ
る
こ
と
や
申
込
み
の
方
法

必
要
が
あ
る
こ
と
や
申
込
み
の
方
法

等
詳
細
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会

等
詳
細
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

【
問
い
合
わ
せ
】

新
島
村
教
育
委
員
会　

新
島
村
教
育
委
員
会　

☎☎
（5）（5）
０
２
０
３

０
２
０
３

■
平
成
28
年
度
新
島
村
の

　
　
　

就
学
援
助
に
つ
い
て

【
特
別
支
援
教
育
就
学
奨
励
費
】

【
特
別
支
援
教
育
就
学
奨
励
費
】

　

村
内
の
公
立
小
中
学
校
の
特
別
支

　

村
内
の
公
立
小
中
学
校
の
特
別
支

⑷
右
記
⑴
〜
⑶
以
外
の
戦
没
者
等

の
三
親
等
内
の
親
族
（
甥
・
姪
等
）

【
支
給
内
容
】

額
面
25
万
円
、
5
年
償
還
の
記
名

国
債

【
請
求
期
限
】

平
成
30
年
4
月
2
日

【
問
い
合
わ
せ
】

民
生
課
民
生
係　

☎
（5）
０
２
４
３

■
戦
没
者
等
の
妻
の
皆
さ
ん
へ

　

第
二
十
七
回
戦
没
者
等
の
妻
に

対
す
る
特
別
給
付
金
の
請
求
期
限

が
迫
っ
て
い
ま
す
。
請
求
が
お
済

み
で
な
い
方
は
民
生
課
窓
口
で
お

手
続
き
く
だ
さ
い
。

【
特
別
給
付
金
名
称
】

戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給

付
金
第
二
十
七
回
「
い
」
号

【
支
給
対
象
者
】

第
二
十
ニ
回
特
別
給
金
国
庫
債
券

「
い
」
号
を
受
給
し
て
い
た
、
又
は
、

受
給
権
の
あ
っ
た
方
で
、
平
成
25

年
4
月
1
日
に
お
い
て
公
務
扶
助

料
、
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
権
利

を
有
し
て
い
る
場
合

【
給
付
額
面
】
200
万
円

【
請
求
期
限
】
平
成
28
年
6
月
13
日

【
問
い
合
わ
せ
】

民
生
課
民
生
係　

☎
(5）
０
２
４
３

■
住
民
セ
ン
タ
ー
村
民
作
品
展
示

ス
ペ
ー
ス
の
貸
出
し
に
つ
い
て

日
ま
で
の
開
庁
日
（
満
額
支
給
の

日
ま
で
の
開
庁
日
（
満
額
支
給
の

場
合
）

場
合
）

◯
申
請
書
の
配
布
・
受
付

◯
申
請
書
の
配
布
・
受
付

・
教
育
委
員
会
教
育
課
の
窓
口
（
住

・
教
育
委
員
会
教
育
課
の
窓
口
（
住

民
セ
ン
タ
ー

民
セ
ン
タ
ー
11
階
）
階
）

・
式
根
島
の
方
は
、
式
根
島
支
所
窓
口

・
式
根
島
の
方
は
、
式
根
島
支
所
窓
口

【
問
い
合
わ
せ
】

【
問
い
合
わ
せ
】

新
島
村
教
育
委
員
会

新
島
村
教
育
委
員
会

　

☎

　

☎
（5）（5）
０
２
０
３
（
内
線
２
３
０
）

０
２
０
３
（
内
線
２
３
０
）

民
生
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
第
十
回
特
別
弔
慰
金
の
請

求
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　

戦
後
70
周
年
に
あ
た
り
、
戦
没

者
等
の
ご
遺
族
に
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
第
十
回
特
別
弔

慰
金
に
つ
い
て
は
、
償
還
額
を
年

5
万
円
に
増
額
す
る
と
と
も
に
、

5
年
ご
と
に
国
債
を
交
付
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
請
求
は
民
生

課
窓
口
で
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

【
支
給
対
象
者
】

⑴
平
成
27
年
4
月
1
日
ま
で
に
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に

よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し

た
方

⑵
戦
没
者
等
の
子

⑶
戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫
③
祖

父
母
④
兄
弟
姉
妹

援
学
級
に
在
籍
し
て
い
る
児
童
・
生

援
学
級
に
在
籍
し
て
い
る
児
童
・
生

徒
が
い
る
ご
家
庭
に
対
し
、
村
で
は

徒
が
い
る
ご
家
庭
に
対
し
、
村
で
は

通
学
費
や
学
用
品
費
等
の
一
部
の
費

通
学
費
や
学
用
品
費
等
の
一
部
の
費

用
に
つ
い
て
、
ご
家
庭
の
経
済
的
な

用
に
つ
い
て
、
ご
家
庭
の
経
済
的
な

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
教
育
費
を

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
教
育
費
を

補
助
し
て
い
ま
す
。
補
助
を
受
け
る

補
助
し
て
い
ま
す
。
補
助
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
ご
家
庭
は
次
の
通
り

こ
と
が
で
き
る
ご
家
庭
は
次
の
通
り

で
す
。

で
す
。

①
新
島
村
に
住
所
を
有
し
、
小
学
校

①
新
島
村
に
住
所
を
有
し
、
小
学
校

又
は
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
に
在

又
は
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
に
在

籍
す
る
児
童
生
徒
の
い
る
ご
家
庭

籍
す
る
児
童
生
徒
の
い
る
ご
家
庭

②
平
成

②
平
成
2727
年
中
の
総
所
得
額
が
、
当

年
中
の
総
所
得
額
が
、
当

該
制
度
の
基
準
以
内
の
ご
家
庭

該
制
度
の
基
準
以
内
の
ご
家
庭

【
要
保
護
・
準
要
保
護
就
学
援
助
費
】

【
要
保
護
・
準
要
保
護
就
学
援
助
費
】

　

村
内
の
公
立
小
中
学
校
に
就
学

　

村
内
の
公
立
小
中
学
校
に
就
学

す
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
で
、

す
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
で
、

村
の
要
保
護
・
準
要
保
護
認
定
基

村
の
要
保
護
・
準
要
保
護
認
定
基

準
に
該
当
す
る
保
護
者
に
対
し
、

準
に
該
当
す
る
保
護
者
に
対
し
、

村
で
は
通
学
費
や
学
用
品
費
等

村
で
は
通
学
費
や
学
用
品
費
等

の
一
部
を
支
給
す
る
就
学
援
助
を

の
一
部
を
支
給
す
る
就
学
援
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
い
内
容
は
教
育
委
員
会
ホ
ー

詳
し
い
内
容
は
教
育
委
員
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◯
就
学
援
助
の
申
請
手
続
き

◯
就
学
援
助
の
申
請
手
続
き

申
請
書
に
記
入
・
押
印
の
上
、
必
要

申
請
書
に
記
入
・
押
印
の
上
、
必
要

書
類
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ

書
類
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
い
。

（
注
）
就
学
援
助
の
申
請
は
毎
年
度

（
注
）
就
学
援
助
の
申
請
は
毎
年
度

必
要
で
す
。
前
年
度
の
就
学
援
助
を

必
要
で
す
。
前
年
度
の
就
学
援
助
を

受
け
た
世
帯
に
つ
い
て
い
も
翌
年
度

受
け
た
世
帯
に
つ
い
て
い
も
翌
年
度

改
め
て
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

改
め
て
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◯
申
請
書
の
提
出
期
間

◯
申
請
書
の
提
出
期
間

・
平
成

・
平
成
2828
年年
22
月月
11
日
か
ら

日
か
ら
44
月
末
月
末
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税
政
係
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
）

の
申
告
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
1
月
1
日
現
在
、
新
島

村
内
に
お
い
て
事
業
を
営
ん
で
い
る

法
人
・
個
人
の
方
は
、
村
内
に
お
い

て
所
有
し
て
い
る
機
械
・
備
品
等
の

事
業
用
資
産
に
つ
い
て
所
有
状
況
の

申
告
が
必
要
で
す
。
期
限
ま
で
に
、

役
場
ま
で
申
告
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

【
提
出
期
限
】

法
人
事
業
主
の
方
…
平
成
28
年
2
月

1
日
（
月
）

個
人
事
業
主
の
方
…
平
成
28
年
2
月

29
日
（
月
）

※
前
年
度
申
告
し
て
い
た
だ
い
た
方

に
つ
い
て
は
、
28
年
度
分
の
申
告
書

類
を
役
場
か
ら
お
送
り
し
ま
す
。
個

人
事
業
主
の
方
に
つ
い
て
は
、
1
月

の
下
旬
頃
に
発
送
し
ま
す
の
で
、
届

き
次
第
申
告
書
の
提
出
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

な
お
、
平
成
28
年
1
月
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
償
却
資
産
申
告
書
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
（
個
人
番
号
・
法
人
番
号
）
の

記
載
欄
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
の
で
、

記
載
し
て
頂
け
る
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

企
画
財
政
課
税
政
係

☎
（5）
０
２
４
１
（
直
通
）

■
事
業
主
の
皆
さ
ん

平
成
29
年
度
か
ら
個
人
住
民
税

の
特
別
徴
収
を
徹
底
し
ま
す
！

　

事
業
主
の
皆
さ
ま
は
、
特
別
徴
収

の
実
施
に
向
け
て
ご
準
備
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

特
別
徴
収
と
は
？

従
業
員
の
方
の
個
人
住
民
税
は
、
事

業
主
の
方
が
従
業
員
の
方
に
代
わ

り
、
毎
月
給
与
か
ら
個
人
住
民
税
を

差
し
引
き
、納
入
し
て
い
た
だ
く「
特

別
徴
収
」が
原
則
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
従
業
員
が
常
時
10
人
未
満
の
場
合

は
、
従
業
員
が
お
住
ま
い
の
区
市
町

村
に
申
請
書
を
提
出
し
承
認
を
受
け

る
こ
と
で
、
年
12
回
の
納
期
を
年
2

回
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
納
期
の

特
例
」
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

特
別
徴
収
の
メ
リ
ッ
ト

特
別
徴
収
に
し
て
い
た
だ
く
と
、
所

得
税
の
よ
う
に
、
税
額
の
計
算
や
年

末
調
整
を
す
る
手
間
が
い
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

http://w
w
w
.tax.m

etro.tokyo.jp/
kazei/tokubetsu/index.htm
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■
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

給
与
支
払
報
告
書
は
、
地
方
税
法

第
317
条
の
６
第
１
項
に
よ
り
提
出
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
提
出
義

務
違
反
に
つ
い
て
は
罰
則
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

法
人
お
よ
び
個
人
事
業
主
の
方
は
、

平
成
27
年
中
に
支
払
っ
た
給
与
等
に
つ

い
て
、
平
成
28
年
１
月
31
日
ま
で
に
、

「
給
与
支
払
報
告
書
」
を
役
場
税
政
係

に
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
の
際
、
次
の
点
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

①
平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
、
新
島

村
に
住
ん
で
い
る
受
給
者
の
分
の
み

②
支
払
額
の
多
少
や
常
勤
・
非
常
勤

の
別
に
か
か
わ
ら
ず
全
受
給
者
分

③
平
成
27
年
中
の
退
職
者
に
つ
い
て

も
提
出

　

ま
た
、
給
与
等
の
支
払
者
は
、
全

て
の
受
給
者
に
対
し
、
同
じ
く
平
成

28
年
１
月
31
日
ま
で
に
、「
給
与
所

得
の
源
泉
徴
収
票
」
を
交
付
す
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

企
画
財
政
課
税
政
係

☎
（5）
０
２
４
１
（
直
通
）

総
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
司
法
書
士
に
よ
る
出
前
相
談
所

　

東
京
司
法
書
士
会
主
催
に
よ
る
無

料
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

例
え
ば
、
こ
ん
な
相
談

「
遺
産
分
割
を
は
じ
め
相
続
手
続
き

を
こ
れ
ま
で
や
っ
て
な
か
っ
た
の

で
、
進
め
方
を
知
り
た
い
」

「
土
地
や
建
物
の
名
義
変
更
っ
て
ど

う
や
っ
て
す
る
の
？
」

「
子
供
や
兄
弟
姉
妹
（
又
は
甥
・
姪
）

に
ス
ム
ー
ズ
に
財
産
を
渡
す
方
法
は

な
い
か
？
」

「
会
社
を
作
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
か
？
」

「
借
り
た
お
金
が
返
せ
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
ど
う
す
れ
ば
い
い
？
」

「
親
族
が
認
知
症
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、

遺
産
分
割
や
不
動
産
取
引
を
始
め
と
し

た
手
続
き
が
う
ま
く
進
ま
な
い
。」

な
ど
、
登
記
や
法
律
の
相
談
を
無
料

で
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

【
相
談
日
時
】

平
成
28
年
1
月
8
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

【
相
談
場
所
】
新
島
村
住
民
セ
ン
タ
ー

　

今
後
も
原
則
と
し
て
毎
月
第
２
金

曜
日
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。
た
だ

し
、
交
通
手
段
の
関
係
で
や
む
な
く

中
止
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
際
は
何
卒
ご
容
赦
く

だ
さ
い
。
予
約
は
不
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

東
京
司
法
書
士
会
事
務
局
事
業
・
研
修
課

☎
０
３
（
３
３
５
３
）
９
１
９
１

☎
０
３
（
３
３
５
３
）
９
１
９
１

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
正
午

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
正
午

〜
午
後
１
時
を
除
く
）

〜
午
後
１
時
を
除
く
）

東
京
都
母
子
・
父
子
・
女
性
福
祉

資
金
貸
付
の
ご
あ
ん
な
い

　

東
京
都
は
、
母
子
家
庭
又
は
父
子

家
庭
の
方
々
が
経
済
的
に
自
立
し

て
、安
定
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
、

修
学
・
就
職
等
、
目
的
に
よ
り
12
種

類
の
資
金
を
無
利
子
ま
た
は
低
利
で

お
貸
し
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
配
偶
者
の
い
な
い
女
性
を

対
象
に
、
女
性
福
祉
資
金
の
貸
付
も

あ
り
ま
す
。

　

貸
付
申
請
に
あ
た
っ
て
は
事
前
相

談
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
詳
細

は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

東
京
都
大
島
支
庁
総
務
課
福
祉
係

☎
０
４
９
９
２
（5）
４
４
２
１

講
習
会
の
お
知
ら
せ

　

平
成
27
年
4
月
1
日
、
新
し
い
食

品
表
示
を
定
め
る
、「
食
品
表
示
法
」

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
様
々
な
食
品
の
表
示

方
法
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　

島
し
ょ
保
健
所
大
島
出
張
所
新
島

支
所
で
は
、
食
品
の
製
造
販
売
業
に

関
わ
っ
て
い
る
方
や
今
後
、
関
わ
り

た
い
と
思
っ
て
い
る
方
を
対
象
に
、

以
下
の
日
程
で
、
食
品
表
示
講
習
会

を
実
施
し
ま
す
。
講
習
会
で
は
、
旧

法
令
か
ら
の
変
更
点
や
、
食
品
表
示

の
作
成
方
法
に
つ
い
て
、
ク
イ
ズ
等

を
交
え
な
が
ら
分
か
り
や
す
く
説
明

し
ま
す
。
現
在
営
業
許
可
を
持
っ
て

い
な
い
方
の
参
加
も
可
能
で
す
。
是

非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
】平
成
28
年
1
月
29
日（
金
）

【
時
間
】
14
時
か
ら
15
時
ま
で

【
場
所
】
大
島
支
庁
新
島
出
張
所
2

階
会
議
室

【
申
込
方
法
】
新
島
支
所
（5）
１
６
０
０

ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い

【
締
切
】
１
月
22
日
（
金
）


